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はじめに～こんな悩みはありませんか～

【よくある課題】

・「事業ありき」で始まる → 思いがない、継続性がない

・「交付金ありき」で始まる  → 地域の実態（課題）に合わない

・「庁内縦割り」で進める → 効果が限定的

（参考）変革の成功事例の共通点

 トップのコミットメント

 データに基づく現状把握

 ビジョンの策定、中長期の計画策定と目標設定

 ステークホルダーの巻き込み

 推進体制、モニタリング体制



若者・女性の流出が止まらない――その課題に真正面から向き合った兵庫県
豊岡市。市長の気づきから始まった「ジェンダーギャップ解消戦略」は、職場・地
域・家庭・学校など、まちぐるみの改革へと進化しました。本書は、政策立案から
実行までのプロセスを、実際に豊岡とともに歩んだ7人の実践的ドキュメントで
す。根深い性別役割意識や制度の壁にどう挑み、どのように共感と当事者意識
を広げていったのか。自治体改革や人材戦略のヒントが詰まった一冊。

【目次】
オリエンテーション 問題提起――女性が「地方を離れる」決断をする時 
第１章 行政経営戦略――なぜ、ジェンダーギャップ解消が必須なのか 
第２章 戦略の策定――「魅力ある企業」が増えれば、「地方暮らし」も楽しい
第３章 変化の予兆――まずは「職員たちの働き方」から
第４章 戦略の実践――「まちの将来像」を地域で考える
第５章 地域との対話――「教育現場」「行政」の連携で価値観を変える
第６章 創生の処方箋――「地域の変革」に必要な５つの考え方

『若者・女性の流出問題に取り組む７万４０００人が暮らす小さな行政の組織改革 』
～官民が手を取り合い、意識改革に取り組む知られざる豊岡市の変革の物語。～



地域の変革に必要な5つのステップ
～『若者・女性の流出問題に取り組む７万４０００人が暮らす小さな行政の組織改革 』 第6章より～

STEP1
• 現状の可視化

STEP2
• 先進事例／先行事例の収集

STEP3
• 当事者意識の醸成

STEP4
• 持続力とネットワーク構築

STEP5
• 発信戦略



STEP０

WHY?
そもそも
何のためにやるのか

豊岡市のワークイノベーション戦略の事例から

豊岡市のワークイノベーション戦略パンフレットより



STEP１

現状の可視化
定量・定性データで課題を捉える
・地域の男女賃金格差

・事業所の現状把握

女性管理職比率

育休取得状況（男女ともに）

人事・評価制度の有無

・経営者の声

・若者・女性の声
豊岡市のワークイノベーション戦略パンフレットより



STEP２

先進事例・先行事例
の収集

先進事例を視察し、まねをするのでなく、
ナレッジを抽出し、地域の実情に合わせ
た政策、施策立案を

気仙沼市

豊岡市を視察後、自地域の課題にあわせて

地域の経営者とともにワークショップを開催

マネをしない、
ナレッジを抽出し持ち帰る



STEP３

当事者意識の醸成
Will を引き出し、共感を育む
地域の事業所や市民を巻き込む

誰を巻き込むか？

豊岡市のワークイノベーション戦略パンフレットより



【事例）豊岡市 ワークイノベーション推進会議 ブリッジメンバー（若手経営者・従業員）が牽引

～若手リーダーの自発的な活動を支援～

豊岡市サイトより



STEP４

持続力と
ネットワーク構築

行政職場から率先垂範
SMARTな目標設定/推進体制構築

豊岡市のキャリアデザインアクションプランパンフレットより



【ポイント】目標設定はSMART※に

※Specific, Measurable, Achievable, Relevant, Time-bound

例：「若者・女性に選ばれている状態」

【就業・キャリアの観点】
Specific：女性管理職比率
Measurable：%で測定
Achievable：現状＋上昇率
Relevant：若者・女性に魅力ある職場づくり
Time-bound：年度末

 例：「2030年度までに、女性管理職比率を25％に引き上げる」

【参画・声の反映の観点】
Specific：政策形成への女性・若者参画率
Measurable：協議会等での割合
Achievable：段階的目標
Relevant：選ばれるまちの意思決定
Time-bound：3年以内

 例：「2028年度までに、市の主要協議会で若者・女性委員比率を40％以上にする」



【ポイント】取り組みを推進するための体制構築

★留意点

①地域のキーマンを巻き込む

②市民を巻き込む

③多様なメンバーで構成する

性別、年齢、セクター、地域…特に男女は50：50に

豊岡市 資料より

●推進体制のあり方の例

 専門部署設置
 庁内横断プロジェクトチーム
 経営者会議
 市民会議

【取り組み事例】兵庫県豊岡市

①専門部署の設置

②経営者による推進会議設置

③ジェンダーギャップ解消庁内推進委員会設置

市役所内に庁内委員を任命

各部署における関連施策の推進を行う

④ジェンダーギャップ解消戦略会議設置

市民委員を任命

取り組みへの意見、モニタリングを行う



STEP５

発信戦略
メディアと連携する

山陽新聞「たいようプロジェクト」



番外編

外部人材の巻き込み
信頼とコミュニケーション

対等な関係性

民間ビジネスのメカニズム

円滑なコミュニケーション



（参考）ジョン・P・コッター「変革の8段階のプロセス」

１．危機感を高める

２．変革推進チームを結成する

３．ビジョンを策定する

４．ビジョンを伝達する

５．従業員に行動を促す

６．短期的成果を上げる

７．改善成果を定着させ、更なる変革を推進する

８．新しいアプローチを定着させる
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